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	以下、いただいたコメントごとに「分科会」および幹事会の考え方を申し述べます。
	（４） 福島における甲状腺がんの多発について　とのコメント
	福島における甲状腺がんの多発については、「科学と社会」の問題というよりも、まずは「科学」として明確にすべき問題ですので、学会等の学術コミュニティの学術集会の場において専門家による科学的かつ詳細な議論の交換がおこなわれるのが適切であると考えます。「分科会」としては、健全な科学論争の展開に注目していきたいと思います。
	「報告」にも引用していますが、多くの論文の結論として、福島県の県民健康調査で発見された甲状腺がんについての放射線被ばく起因性に関しては、被ばく線量がチェルノブイリ事故と比べて総じて小さいこと（「報告」表３）、被ばくからがん発見までの期間が概ね１年から４年と短いこと、年齢分布が福島県とチェルノブイリでは大きく違うこと、さらに地域別の発見率に差がないこと、等により否定的に扱われていますが、引き続き科学文献や学術活動等を通じて情報を収集してまいります。
	（５） 甲状腺がんの過剰診断と患者やその家族が望んでいない甲状腺検査の縮小について　とのコメント
	（６） 胎児を18歳以下の子どもに含めることについて　とのコメント
	（７） 子どもに特化した防護体系とは　とのコメント
	「報告」は報告として取りまとめたものですので、コメントにあるような提案を始め、具体的な提言はしておりません。
	（８） 臓器別の放射線感受性を議論する意味　とのコメント
	（９） 「知らない権利」について とのコメント

